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　 は じ め に

　最近，野菜 の 話題 が新聞や雑誌 で 取 り上げ られ る こ

とが 多い 。関心 の 分野は，野菜の 由来や新品種，季節

性 ＝ 旬が な くな っ た こ と， 栄養成分 や 味 の 変化 ， 輸入

の 増加 ， 有機栽培 ， 農薬残留 ， 地方特産 の 野菜一や料理 ，

家庭菜園な ど様々 であ る。こ れ らを全部 こ の 小文 で カ

バ ーする こ とは 不可能で あるの で，こ こ で は統計 を中

心 に全般的な事情を概観する 。

　L　野菜 の定義
……

い も， きの こ
， メ ロ ン

，
い ち ご

　米 は 稲 （Oryza　sativa ） とい う植物 の 乾燥種子 で あ

るが
， 「野菜」と い う植物は ない

。 野菜は植物的多様性，

利用部位等 の 多様性 ， 地域 的多様性 が大 きい 食材で あ

る。日本語 で は 野菜，英語 で は vegetable
，

フ ラ ン ス 語

で は 16gume，ス ベ イ ン 語 で は verdura で
， それぞれ ，

野 の 草 ， 植物 ， 豆 ， 緑を語源 とする 。

　 こ の ような事情は統 計の対象に も反映して い る。問

題 と な るの は，い も，果実的野菜 ， 豆 ， 料理用 の 果実

な どで あ る。い も 類 は 日本 で は 戦後 まで 重要 な熱 量作

物 ， 救荒作物であ り，
ヨ ーロ ッ

パ で も小麦に代替 する

重要な作物 で あっ た。発展途上国で は今 目で も重要な

熱量食物 と な っ て い る と こ ろ が あ る。FAO の 統 計で

は ， か ん し ょ，ば れ い し ょ，さ と い も（Taro ）， や まの

い も （Yam ）， キャ ッ サ バ が 「い も類 （Starchy　roots ）」
と して 別掲 され て い る。

　 日本 の 統計で も野菜の 定義は
一

様 で は ない 。第 1 表

は 各種 統計の 野菜の 定義 を整理 した もの で ある。い も

類は ， 家計調査 と市場統計で は 全部が 野菜で あり，国

民栄養調査で は 「い も類」 として 別掲 され て い るが，

食料需給表 で は 野 菜 と 「い も類」に分 か れ て い る。い

ちご
， す い か ， メ ロ ン は ， 家計調査 市場統計，国民

栄養調査で は果実 ， 食料需給表 で は野菜 に 含 まれ，果

第 訐表，統計上 の 野菜の 範 囲

野 　菜 果 　実 い も類

食料需 給表 （日本） さ とい も，や まの い も 梅 か ん し ょ，ば れ い し ょ

い ちご，す い か，メ ロ ン

くきの こ 類 は別掲 〉

家計調査 か ん し ょ ，ばれ い し ょ， い ち ご，すい か
一

さ とい も，や ま の い も， メ ロ ン

きの こ ，梅ぼ し

国民栄養調査 〈きの こ 類は 別掲〉 い ちご ，すい か か ん し ょ ， ばれ い し ょ

メ ロ ン ，梅 ぼ し さ とい も，や まの い も

こ ん に ゃ く

市場 統計 か ん しょ ， ば れ い し ょ い ち ご，すい か
一

さ とい も，や まの い も メ ロ ン

きの こ ，梅

FAO 生 産統計 す い か，メ ロ ン い ちご （ベ リー類〉 か ん しょ ，ば れ い しょ

さ とい も，や まの い も

＊
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実的野菜 として内訳で示 され て い る。 FAO 統計で は ，

す い か ，メ ロ ン は野菜，い ち ご はべ 11一類 と して 果実

に区分 さ れ る。きの こ ， 梅ぼ し， 料理用 バ ナナ な ど の

分類 も違 う。 豆や コ
ー

ン は統計上は未成 熟の もの だ け

が 野菜 とな っ て い るが ，ヨ
ー

ロ ッ パ の 料理 で は，豆 の

乾燥 子実 や 米 も 「付け 合 せ 」と して 野 菜扱 い さ れ る こ

とが 多い
。 こ の ような定義の 違 い は統 計の 目的や各 国

の食習慣の 違 い か らきた もの で あ るが
， 統計利用 の 際

は 十分注意する必要が ある。

　2．　 日本の 消費量 は世界一か

　 日本 で は多種，多様な野菜が 年間 を通 じて 消 費さ れ

て い る。1 人当り消費量か らみ て も世 界有数 の 野菜消

費国で あ るが，世 界
一と は 必ずし もい えな い

。 第2 表

は FAO の 統計で 各 国の 菜消 費量 を比較 した もの で あ

るが，韓 国とイタ リア が トッ プ に並び，日本は フ ラ ン

ス
， ア メ 11カ と と もに 第 2 グ ル

ープ に あ る。イ タ リア

や ア メ 11 カ は トマ トが 野菜消費量 の 1／3 に 達 して い る

が，こ の数字に はケ チ ャ ッ プ
， ソ

ー
ス など加 工 品での

消費が 含 まれ て い る。一
方，ばれ い し ょ の 消費は ヨ ー

P ッ パ や ア メ リ カ で は年間 50kg を 超 え て い る。ば れ

い し ょを野菜に加えれば ヨ
ー

ロ ッ パ の 野菜消費は全般

的 に み て も日本 よ りも多い とい え る。

　発展途上国の 野菜消費は極め て 少 な い ように み え

る 。 食料需給表は 生産統計に依拠 して作成 され る の で ，

裏の 野菜畑で の 生産 を把握す る こ とは困難 で あ り， 統

計か ら欠落 して い る可能性 が 大 きい 。また，FAO の 統

計対象品 目が ヨ
ー

ロ ッ パ 型 と な っ て い る た め ，地域 的

な野菜，キ ャ ッ サ バ の 葉な ど で の 消費が 統計に 上 が っ

て こ な い と い う問題 もある。一
方 ，

い も類 が 大量 に 消

費 さ れ て い る国もある。

　 日本 の 1人当 り野菜消費は 戦後 50年 の 前半 は 増加

し， 後半は減少 して きて い る 。 食料需給表 の 1人当 り

の 供給 量 （粗 食料）は， 1960〜62年 の 113．Okgか ら

1968〜70年 に は 137．Okg に増加 した の をピーク に減

少 に 転 じ，
1984〜86年 に は 13  ．2kg ， 1993年 で は

120，1kg ， 1994年に は 120．7kg とな っ た。い も類は，

かん し ょが 1960年 の 16．3kgか ら 1980年に は 4．3kg

lゴ
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第 1図．食料支 出に 占め る野 菜の 比率（％）

ag　2表．名一国の 野 菜消費 （1992年）

　　　　　 　　　　 単位 ：1入 当 た ワ年 間 kg

野 菜計 トマ ト た ま ね ぎ そ の 他 い も類
＊

ア ル ゼ ン チ ン 65．221 ．75 ．837 ．778 ．6
オ
ー

ス トラ リア 76．222 ，07 ．946 ．455 ．9
バ ン グ ラデ ッ シ ュ 9，81 ．81 ．18 ．0 ユ5．ユ

中国 85，76 ．53 ．375 ．968 ．5
　　一
フ フ ン ス 114．922 ．84 ．587 ．576 ．4

イン ドネシ ア 22．31 ．02 ．019 ．275 ．3

イタ リア 172．461 ．37 ．0104 ユ 40，3

日本 106．17 ，510 ．287 ，537 ．0

韓 国 17S．33 ．515 ．5158 ．411 ．3
オ ラ ン ダ 66、819 ．93 ．843 ．191 ．0

タイ 30、61 ．  3．226 ．417 ．4

イギ リス 92．817 ．58 ．O67 ．3108 ．8

ア メ リカ 107．735 ．49 ．363 ．057 ．8
ザ イール 13．41 ．41 ．o11 ．2419 ．7

　 資料 ：FAO ： AGROSTAT 　1992，　Food 　Balance　Sheet工99工

　 註 ：＊ 　 い も類 は，か ん しょ ，ばれい しょ ，ヤ ム ，タ ロ ，キャ

ッ サ バ ．
　 資料の 関係 で Food 　Balan ⊂e　Sheets　1991 か ら 1984〜86 年 の

数値 を掲 げて い る。
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減少 し，1994年に は 5，6kg とな り，ばれ い しょ は 1960

年 の 17，5kg が 1974年 に は 12．9kg に 減 少 し た が

1994年に は 17．1kg と 1960年 の 水準まで 回復 した 。

　
一・

方 ， 家計調査 で み る と， 食料 費支出 に 占め る 生鮮

野菜 の 比 率は 7％ 前後 で 推移 して い る（第 1 図）。 米の

比率が 17％ か ら 5％ 程度まで 下 が り，肉類 も 1975年

前後 に 10％ を超 え た あ と低下 に転 じた の に対 して，生

鮮野菜 の 比率 は安定 して い る。一
方 ， 外 食や調理食品

の 比 率 は 著 しい 増加 を見 て い るの で
，

こ れ らの なか で

消費され る野菜 を考慮すれ ば 野菜に対する支 出は増加

して い るとみ て 良い で あろう。

　品 目別購 入量 で は，は くさ い の 滅少 と レ タ ス
， に ん

じん の 増加が め だ っ て い る（第 2 図，第 3図）。は くさ

い の 11月， 12 月の 購入量は 1965年 の 1 人 当 り 2kg

が最近 で は 0．5kg に 減少 した。こ れ は家庭 に お け る晩

秋 の 漬物加 工 が 著 しく減少 した た め で ， 塩 の 家計購入

量 も 250g か ら IOGg 以下 に減少 して い る。トマ トは夏

型 か ら通年型 と な っ た （第 4，5，6 図）。
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第 2 図．野菜 の 品 目別家計購 入量 （1）

　　　　（年，1人当た り， kg）
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　野菜 の 種 類 に よ る 地域別購入 量 の 差も 縮小 し て い

る。は くさい は 1965年に は東 日本型 の 野菜で あっ た

が ，最近 で は全国的に 3kg前後 の 購 入量 とな っ て い

る。所得階層で み て も野菜は 肉な ど に 比較する と所得

に よる差が 少な い 食晶で ある。 世帯主の 年齢階層別に

み るとキ ャ ベ ツ ，
レ タス

， た まね ぎは年齢に よる差が
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第 4 図． は くさ い の 月別家計購 入量
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食料需給表 と比較す る と，ほ うれ ん そ うで は 多く，
い

ち ご で は 少 な い 。こ れは国民栄養調査 で は 11 月 の 数 日

だ け を調査 して い る た め 野菜 に つ い て は季節性 の 問題

が あ る こ とが 大き な原 因 と考 え られ るが ，国民栄養調

査で は緑黄色野菜の 摂取 が 多め に で る傾 向が あ る よう

に 思 われ る。なお，トマ トは国民栄養調査 で は 1984年

か ら緑黄色野菜に分類替え に な っ たの で 注意が 必要で

あ る （食糧需給表 で は トマ トは 緑黄色野菜と して い な

い
。 ）（第 10， 11図）。
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第 9 図．世 帯主年齢階層別購入量

（家計調査 1993年 一
人 当 り　平均＝1）

少 な い が ， トマ ト，だ い こ ん は 年齢が高 く な る に した

が っ て 購 入 量 も多くな っ て い る （第 7， 8，9 図）。

　国民栄養調査 の 野菜摂取量 は 家計調 査 の 購 入 量 よ り

も多い 。こ れ は外食等に よ る摂取 が あ る た め で あるが，

そ の 差は
一

様で は な い c ま た，国民栄養調査 の 結果は

　3． 野菜の 生産 ……国ご との 多様性

　FAO の 生産統計は 品 目構成 が ヨ ー ロ ッ パ 型 で あ り，

ま た ， 発展途上国で は統計が未整備な と こ ろが 多 い の

で ， 世 界 の 生産量を正確に 知 るこ とは難 しい 。世界 で

共通 に 生産 さ れ て い る 野菜 と して は， トマ ト，キ ャ
ベ

ツ （白菜 を含 む ），
た まね ぎが 代表的な もの で あ る が ，

きゅ う り，とうが らし （ピーマ ン を含 む）などの 生産

も多い
。 葉菜類 は 地域性 が 強 い 。南 ア ジ ア で は キ ャ ッ

サバ の 若芽 も重要な野菜で あ る。

　第 3表は FAO の 生産統計 に よ る世 界 の 野 菜生産 量

で あ る。 トマ トが 7，000 万 トン
， キャ ベ ツ が 4，000 万
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第 3表．世 界 の 野 菜生 産 量 （1993 年） 単位 ；1，eOO トン

合 　計 ア フ リカ 北ア メ リカ 南ア メ リカ ア ジ ア ヨ ー
τコ ツ

パ オ セ ア ニ ア 旧 ソ 連
黜

日　 本

野菜 ・メ ロ ン 　 計 465，45731 ，43942 ，32714 ，798278 ，81467 ，3752 ，66431 ，25714 ，137

キ ャ ベ ツ 40，4147321 ，822 53621 ，6737 ，240 126 8，858・ 2，750
トマ ト 70，6236 ，77413 ，161 4，84925 ，55414 ，495 456 6，704750
カ リフ ラワ ー 6，754176 445 3353 ，3812 ，561 107 2016  

カ ボチ ャ 8
，
019926 428 7683 ，552 ユ，184 ］59 306280

キュウ リ，ガ
ー

キン 18，326400 971 5912 ，7612 ，563 ユ9 1，400880
ナス 8，682532 86 67 ，501 532 一 21520

トウガ ラシ 類 ＊
ユ0，6311 ，82ユ 1，工18 2505 ，2812 ，057 22 37 ユ60

タ マ ネギ 29，9612 ，／102 ，669 1，96316 ，3094 ，720 2402 ，2001 ，350
ニン ニ ク 7，624322 253 1936 ，284 468 1 48 一

イン ゲ ン 類
＊ 3，087199 135 1011 ，527LO8 工 d4 一 85

エ ン ドウ 類＊ 4，6022291 ，418 144 go2L57D 129 245 51
ニ ン ジ ン 13，997767 ］、，949 6283 ，7344 ，651 215 213670
ス イカ 27，0632 ，0362 ，D69 99415 ，7452 ，447 77 ≦，950720
メ ロ ン 12，9708781 ，696 2237 ，7262 ，367 73 一 40 

イチ ゴ 2 ，306 32 745 35 4151 ，008 12 85209
バ レ イ シ ョ 288，1837 ，49624 ，008U ，21970 ，45ユ 95，703 1，39264 ，8383 ，800
カ ン シ ョ 123，7506 ．3211 ， 40 1，203114 ，530 73 585 一 1，033
ヤ ム 28，12626 ，810 480 3D5 239 2 290 一 210
タ ロ 5，6393 ，459 22 71 ．817 『 333 「一 33 

資料 ：FAO ： Production　Yearbook ．1993
註 ：合 計には 報告の なか っ た 国につ い て の 推 計値 が 含 まれて い る。
　 　＊　 未 成熟 の もの ，トウ ガ ラ シ に は ピ ー

マ ン が 含 ま れ る。
　 　＊ ＊　 旧 ソ 連 は 1991年の 数 字。

トン
， た まね ぎが 3，000万 トン で 上位を占め，きゅ う

り， に ん じん ， と うが らし類が 第 2 グル
ープ とな っ て

い る。ばれ い し ょ は 29，000万 トン
， か ん し

『
よ は 12，000

万 トン で，す い か，ヤ ム （や まの い も類）の 生産 も多

い 。ヨ
ー

ロ ッ
パ と北ア メ リ カ は トマ ト， キャ ベ ツ

， た

まね ぎ，
に ん じん ， ば れ い し ょ ， ア ジ アは トマ ト，キ

ャ
ベ ツ ，た まね ぎ，きゅ うり， なす ， に ん に く，と う

が らしの 1頂で，い も類 で は か ん しょ の 生産量 が 大 きい 。

ア フ リカ は ， トマ ト， た ま ね ぎ，とうが ち しの 順 で
，

い も類 で は ヤ ム が 多レ  　トマ トの 相 当部分は ピ ュ レ，

ケ チャ ッ プ などの 加 工 用 である。

　 日本 の 野菜生産は FAO 統計べ 一
ス で は 世 界 の 3％

を占め ，人 口 比率 に 比べ る と著 し く高 い
。 日本で の 野

菜生産の 歴 史は古 い が，現在 栽培され て い る野菜 は 江

戸 時代以降 に 導入 され た もの が 多い 。か ぽ ち ゃ ，ほ う

れ ん そうは 江戸時代，は くさ い は 明 治末期 に 導入 さ れ

て い る。トマ ト，キャ ベ ツ ， た ま ね ぎ，レ タ ス ，ピー

マ ン な ど の 生産が 増加 した の は戦後 で あ る。農業生産

に おける野菜の 地位 は，高度 成長 の こ ろ か ら急速 に 高

まり， 最近 で は 米，畜産 と並 ぶ よ うに な っ た （第 12図）。
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　1993年 の 野 菜 生 産 を品目別 に み る と ， 数量 で 100万

トン 以上 の もの は ， だ い こ ん （222万 トン ），キ ャ ベ ツ

（151万 トン ）， た まね ぎ （137万 トン ），は くさ い （119

万 トン ）で ，金額 で は，きゅ うり （2，058億 円 ）， トマ

ト （1，862億円），い ち ご （1，749億 円）， ね ぎ （1，559

億円）が 1，500億円以上 の 品目で ある。30年 前に比 べ

て大幅に 減少 して い るの は ， だ い こ ん （
− 87万 トン ），
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は くさ い （
− 35万 トン ）で，た まね ぎ （十 51 万 トン ），

レ タス （＋ 44万 トン 〉，キ ャ ベ ツ （十 33万 トン ）， にん

じん （十 31 万 トン ）は大幅に 増加 して い る。こ れ らは

漬物消費の 減少 ， 食生活 の 「洋風化」な どに対応す る

もの で ある （第 13，14，15図）。

　 ビ ニ
ー

ル ハ ウ ス な ど野菜栽 培 用 施 設 の 面 積 は 昭和

50 年代に急速 に 増加 して い る。トマ トは 夏秋期露地 栽

培 の 生産量 が 急激 に 減少 し，冬春 の 施設栽培の 生産量

単位
・
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第 13 図．野菜 の 品 目別収穫 量（1）　 トン
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を下回 る よ うに な っ た。東京市場へ の 入荷量を主要産

地別にみ ると千葉，茨城，福島，熊本な ど の 季節別 ，

栽培形態別 の 「産 地 1）レ ー」で周年供 給 が 行 われ て い

る （第 16， 17， 18 図）。

4． 流通技術の 発展 と流通構造 の 変化

魚 や 畜産物 は 流 通過 程 で は 生物的 に は 死 ん で い る
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が，野菜は生 きて い て活発 に呼吸を して い る。ばれ い

し ょ，た ま ね ぎは 芽 を出 し， そ の 他 の もの も組織培養

で は植物体 に再生可能で ある 。 穀物 も生 きて い るが休

眠状態にあ り呼吸作用 は少 ない 。流通過程 に あ る野菜

は，根か らの 補給を絶た れ て い るか ら呼吸 に よ り蓄積

され た 栄養 や 水分 を消 耗する。野 菜の 流通技術 の 中心

は呼吸 を抑制す る こ とに あ る 。

　最も大 きな影響が あ るの は時間 と温度 で あ る。近 隣

で 収穫さ れ 朝市で 売 られ る もの は 問題 が 少 な い 。流通

圏が広が る と集荷 ， 品ぞ ろ え，貯蔵な どの 過程 も加 わ

っ て ， 収穫 か ち消費まで数 日 ， さらに数カ 月を要する 。

植物の 呼吸作用 は温度が 高 まる と活発 になるか ら鮮度

保持 の た め に は低温 で の 保管，輸送 が有効 で ある。温

度は呼吸作用抑制 の た め に は凍結しな い 範囲で低 い 方

が よい が ，植物 に よ っ て は低温 で 障害 が 出 る もの もあ

る （第 4 表）。

第 4表、 野菜の 貯 蔵温 度 と貯 蔵期 間

貯 蔵温度 ℃ 貯 蔵期 間

トマ ト （完熟 ） 7〜102 〜 3 週

ピ
ー

マ ン 7〜102 〜 3週

西 洋カ ボ チ ャ 10〜13 荏
一 6 月

プ ロ
ツ

コ リ
ー 0 2〜 4 週

キャ ベ ツ 0 3− 4 月

レ タ ス O− 1 2− 3週

ホ ウ レ ン ソ ウ D 10− 14 日

ア ス パ ラガ ス 0− 22 − 3週

タ マ ネ ギ o 6〜 8 月

ニ ン ジ ン o 4〜 5月

バ レ イシ ョ 3〜10 一

カ ン シ ョ ユ3− 164 〜 6月

資料 ：高宮和彦編 「野菜の 科学」

朝倉書店 1993年 P149

通の コ ン テ ナ と，輸送手段 を使 い 分けて 輸入 が 行われ

て い る。

　 もう一
つ の 問題 は ， 野菜 の 流通 で は 多種多様な品 目

の 品 ぞろえが 必要で あり，ま た，生産，販売が 零細分

散的な主体 に よっ て行 わ れ て き た こ と で あ る。 こ の よ

うな 条件 の なか で 迅速な処理 を行 う流通形態と して市

場が発達 して きた。今 日で も世界 の 各地 で 野市や マ ル

シ ェ な どが 野菜 の 重要な流通形態と な っ て い る。日本

の 中央卸売市場 も自然発生的 に 発達 し た 市場 を整 理統

合 して作られた もの で あ る。日本 の 野菜 の 80％ 以上 は

卸売市場を経 由して い る が，近年 の 産地 ， 小売 の 大型

化 ， 低温技術発達 に よっ て 変化 が み られ る よ うに な っ

て い る。輸入品の 増加 も影響 が あ り，
ブ ロ ッ コ リーな

ど輸 入野菜 では市場 経 由率が低 い もの が 多 い （第 19

図）。中央卸売市場で の 取引は，価格形成と分荷の 透 明

性 を重視 して セ リが 原則 と さ れ て い る が ， 流通 の 構造

変化 の な か で 予約 ， 相対 などの 取 引が 検討 され て い る e

消費地市場に お ける セ リ は 日本独特の もの で，国際的

に は極 め て 例外的な もの で あ る。
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第 19図 ． 野菜 の 卸 売 市揚 出荷率（％）

1999

　野菜 の 保存 ， 輸送 に 関す る 技術 は近年急速 に実用化

さ れ て きた。コ
ー

ル ドチ ェ
ー

ン と呼ばれ る低温 で の 輸

送体系 が代表的な もの で あ り，収穫直後に急速に 予冷

処理 をし， 植物 の 種類 に 適 した 温度帯で 保存 ， 輸送す

る もの で あ る。二 酸化 炭索や 窒素 で 呼吸 を抑制 す る

CA （Controlled　atmosphere ）貯蔵と い う方法 も と ら

れ る。

　高速道路 ， 高速フ ェ リー
，

コ ン テ ナ船 ， さ ら に 航 空

機 の 発達 は ，輸送時間 とコ ス トの 負担 を減少 して い る。

東京へ の 野菜供給は南関東か ら九州，北海道に 重点 が

移 っ た 。輸 入 で は ， まつ た け ， ア ス パ ラ ガ ス な ど kg 当

た り 500円 以 上 の もの は 航 空 機 レ タ ス ，ブ n ッ コ リ

ー
な ど 100 円以上 は 冷蔵 コ ン テナ ， か ぼ ち ゃ な ど は 普

S， 国際貿易の 増加

　野菜は世 界的 に み て もロ
ーカ ル な産 品 で あ り，今 日

で も国際貿易 の 比重 は小さ い
。 品 目もトマ ト加工 品（こ

の 統計 に は含 まれ て い な い ）の ほ か は ， た まね ぎや ヨ

ーv ッ
パ 内で の トマ トな ど が 中心 とな っ て い る （第 5

表）。しか しなが ら，鮮度保持や輸送機関 な ど流通技術

の 発達に よ っ て 国際的な 取 引が増加する傾向に ある。

　 目本 の 野菜輸入 は 20年前 に は限 られた もの で あ っ

た が，平成年代に 入 っ て急激 に増加 して きた。輸入 の

形態 も漬物 原料 と して の 塩漬け か ら冷凍 へ
， さ らに 生

鮮 へ と重 点 が 移 っ て き て い る （第 20 図）。1995年 に は，

生鮮野菜 で は ， た まね ぎ， か ぼ ち ゃ ，
ブ ロ ッ コ リーの
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第 5表，世 界 の 野 菜輸 出入 〔1992年） 単位 ：1，000 トン

ば れ い し ょ トマ ト た まね ぎ

順位 輸 入 輸 出 輸 入 輸 出 輸 入 輸 出

1 オ ラ ン ダ 1，228 オ ラ ン ダ 1β50 ドイツ 570 オ ラ ン ダ 647 ドイ ツ 311 オ ラ ン ダ 555

2 ドイ ツ 1，013 ベ ル ク ス 8  0 フ ラ ン ス 316 ス ペ イン 464 イギ リス 217 イン ド 300

3 ベ ル クス 519 ドイツ 758 イギ リス 250 ベ ル ク ス 206 ア メ リカ 189 トル コ 206

4 イタ リア 412 フ ラン ス 618 ア メ リカ 196 メキ シ コ 192 サ ウ ジ ・ア 161 ス ペ イン 197

5 ス ペ イ ン 358 トル コ 374 サ ウ ジ ・
ア 170 ア メ リカ 171 マ レ ーシ ア 153 メ キ シ コ 工85

計 7，133 7，074 ． 2β94 2β89 2，328 2，432

資料 ：FAO 　AGROSTA 　l992

第 6袈．1995年の 野 菜輸入 単位 ： 1・ン

1988 1989 1990 199工 1992 1993 1994 1995

生鮮 野菜 244，879209 ，358240 ，935286 ，843263 ，723383 ，865639 ，090699 ，949

た ま ね ぎ 112，44380 ，78086 ，64662 ，78135 ，13861 ，809206 ，849245 ，844

キャ
ベ ツ 等 6，1585 ，3608 ，08845 ，5弓429 ，47753 ，2569 ，91911 ，941

プ ロ
ツ

コ り
一 一 一 一 ．L  一 一 72，17274 ，330

に ん じん
・
カ
・ぶ 1，1271 ，4843 ，65810 ，0072 ，9679 ，266 工8，2／255 ，573

ア ス パ ラ ガ ス 11，92610 ，73611 ，6072L48215 ，04518 ，31521 ，27022 ，735

しい た け
一 一 一 一 一 15，58624 ，32026 β08

か ぼ ちゃ 81 ，97981 ，75199 ，151101 ，080122 ，188126 ，185156 ，783131 ，844

さ とい も等 497 729 7471 ，5421 ，85010 ，70129 ，11530 ，422
　　　　、
し ょ つ が 3，8242 ，2514 ，37013 ，487 ／5，92126 ，63628 ，19D36 ，102

生鮮 果実的 野菜 23，31622 ，35520 ，01624 ，99724 ，11126 ，32440 ，88ユ 37，884

生鮮 野菜 　計 268，19523 ユ，712260 ，9513 工1、840287 ，834410 ，189679 ，971737 ，834

冷凍野菜 312，507315 β54318 ，295387 ，021400 ，805431 ．8185D1 ，039548 ，430

ば れ い しょ 127，421138 ，584130 ，794144 ，486159 ，102155 ，433175 ，601 ユ99，613

えだ まめ 36，84234 ，24140 ，D7142 ，62144 ， 6351 ，24956 ，70052 ，608
ス イ

ー
トコ

ー
ン 39，78833 ，61335 ，40236 ，51739 ，7SO42 ，32343 ，61246 ，705

さ とい も
一 一一 13，15127 ，28720 ．01931 ，4哩042 ，D8448 ，382

冷 凍果実的野菜 21，20319 ，26426 ，81519 ，84工 20，182
． 22，91528 ，24029 ，786

冷凍野菜 　計 333，709334 ，618345 ，110406 ，863420 ，987454 ，733529 ，279578 ，216

塩 蔵等野 菜 206，728227 ，000 工97，240216 ，170223 ，440210 ，693220 ，28325 “，880

乾 燥 野 菜 24，97525 ，08123 ，37127 ，93033 ，91736 ，97541 ，80543 ，414

酢調製野菜 6，2166 ，4215 ，7378 ，16219 ，05438 ，59634 ，53726 ，141

トマ ト加工 品 97，324 ユ04，903107 ，486110 ，825112 ，835118 ，388134 ，895168 ， 31

他 の 調製 野 菜 179，376155 ，638143 ，265168 ，97619   ，645214 ，750244 ，862302 ，467

か ん し ょ 9 1，485 88  654 796 653 464

合 　計 1，116，5321 ，085，3751 ，084，6451 ．251 ，6471 ，289 ，3651 ，485，1201 ，886，2842 ，111，445

資料 ：野菜供給安定 基金 「1995 年 野菜輸入 の 動 向」農林統計協 会 1996 年 （原資料 は 通 関統計）

輸入 が 多く， 加工 品で は冷凍ば れ い し ょ ， トマ 1・加工

品 ， 水煮 た け の こ な ど が 多 い 。金額 で は ， 冷凍 ばれ い

し ょ ， まつ た け ， 水煮た け の こが ベ トス 3 で あ る （第

6 表，第 21，22 図）。
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第 7 表．野 菜 の 品 目別 輸 入 比

　　　 率 の 試 算 （％ ）

1994年 1995年

さとい も 27．025 ．8
ほ うれん そ う 7，27 ，3
た まね ぎ 20，217 ，0
か ぼ ちゃ 37，233 ．2

えだ まめ 48，1 啌6．4
ブ ロ ッ コ リ

ー 46，250 ．9
ア ス パ ラガ ス 57、257 ．7
生 しい た け 24．726 ，2
し ょ うが 58．07 〔〕．3
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第 2雪図，生鮮野 菜の 品 目別輸入 量 単位 ： トン

　 資 料 ：野 菜 供 給 安 定 基 金

「1995年野菜輸 入 の 動向」農林

統 言何筋会 1996年
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第 22図．金額 で 見た輸 入野菜　単位 ：100万 円

　 1995年 の 野菜輸 入 は 211万 トン で 前年 を 11．9％ 上

回 り，5 年前の 2倍 と な っ た。こ の数字に は 冷凍，乾燥

な ど の 加工 品が 含 まれ て い る の で ， 生鮮 に 換算す る と

300万 トン 程 度に 相 当 す る 。 食料需 給 表 べ 一
ス で み た

野菜 の 自給率は 1994年度 で 86％ で あ るが ， 1995年 に

は 2 ポ イ ン ト低下する と見込 まれ る 。 野菜の 自給率は

全体 として は穀物，肉類，果実 などに 比 べ る と高水準

を保 っ て い るが ，品 目別 ， 季節別に み る と輸 入 の 比率

が著 し く高 くな っ て い るもの が ある。野菜の 生産量は

作物年度で発表さ れ ， 輸入 は端境期が 多い た め ， 輸入

比率 の 厳密 な計算 は難 しい が ， 加 工 品を生鮮 に 換算 し

て 試算す る と， し ょ うが
， ア ス パ ラガ ス

，
プ ロ ッ コ リ

ー
などは輸入 の 比率 が 50％ を超 えて い る とみ られ る

（第 7表）。最近 で は 生鮮 品 と と もに 調理済や外食産業

向け の 調理材料 が 増加 して い る。フ ァ
ー

ス トフ
ー

ドの

フ ラ イ ドポ テ トは 大部 分 が ア メ リ カ な どか ら の 輸 入 で

あ る 。 野莱の供給量 の うち外食産業な どで利用 さ れ て

い る物 の 比率が高 ま っ て い るの で ， 加 工 形態 で の 野菜

の 輸入 の 動向に は 十分 注意する必要が ある （第 23 図）。
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第 23図．野 菜 の 家計直接利 用 比率 （％）
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